
 
▽基調講演 <13:40～14:00> 

萩原なつ子さん《立教大学社会学部教授》 

民間勤務、自治体管理職、NPO法人常務理事などを歴任。様々な専門知識と実践経験を持ち、働く

母親として社会にチャレンジしてきた。専門は環境社会学、ジェンダー研究、市民活動論。 
 

▽パネルディスカッション <14:00～15:30> 

［コーディネーター］ 

○萩原なつ子さん 
 

［パネリスト(50音順)］ 

○小澤幸子さん《NGOハイチ友の会代表・医師》 

ハイチ共和国の支援活動を行う中、文学部卒業後に医学部へ再入学。医師として勤務しながらNGO

の代表として、ハイチの雇用創出、教育環境、衛生教育などの支援活動に取り組んでいる。 
 

○米山けい子さん《NPO法人フードバンク山梨理事長》 

包装の傷みなどを理由に市場で流通できなくなった食品を企業や農家等から提供してもらい、福祉

施設などに届ける食のセーフティネット事業を展開。アフリカに支援物資を送るボランティアグルー

プ「マザーランド山梨」の代表も務める。 
 

○若尾直子さん《山梨まんまくらぶ代表》 

自身の乳がん体験を機に、乳がんの患者会「山梨まんまくらぶ」を設立。患者同士が対等な立場で話

を聞き合うピアカウンセリングや乳がん検診の受診率を上げるための活動を行っている。 
 

 

 
 

 
 

日 時  １月２２日（金）  １３：３０ ～ １５：３０          

  会 場   男女共同参画推進センターぴゅあ総合 大研修室（甲府市朝気１－２－２） 

 

ととももにに生生ききるる社社会会をを目目指指ししてて活活動動にに取取りり組組んんででいいるる３３人人のの女女性性がが自自ららののチチャャレレンンジジ体体

験験をを語語りりまますす。。何何かか始始めめたたいいとと思思っってていいるるああななたた、、ききっっとと良良いいヒヒンントトがが見見つつかかりりまますす！！  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
  

申込み・問い合わせ先 
 山梨県県民生活・男女参画課 

Tel:055-223-1358 Fax:055-223-1335 

 

 

プログラム 

参加 

無料 



 

 

男女共同参画推進センター（ぴゅあ総合）案内図 （甲府市朝気１－２－２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【公共交通機関案内】 

○電車 身延線 金手駅から徒歩１０分 

○バス（山梨交通、甲府駅より） 

甲府駅バスターミナル７番のりば 法人会館方面 

１７・２３・３３系統（城東経由伊勢町営業所方面）約１２分 

「ぴゅあ総合入口」下車 

ＦＡＸ：０５５－２２３－１３３５ 
 （送信票不要） 
 

やまなし女性のチャレンジ・シンポジウム 

参加申込票    
氏名 居住市町村名 連絡先(託児希望者のみ) 

   

   

   

   

   

※ 電話申込みの場合は、県民生活・男女参画課 ０５５－２２３－１３５８ までご連絡ください。 

※ メールでも申込みを受け付けています。氏名等を記入のうえ kenmin-skt@pref.yamanashi.lg.jpま

でご連絡ください。申込みを受付けした旨を返信します。返信がない場合はお電話ください。 

※ 託児を希望される方は３日前までにご連絡ください。 
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